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研究成果の概要（和文）： 
 我が国に自生するマタタビ属植物（サルナシ，ウラジロマタタビ，マタタビおよびミヤ
ママタタビ）を用いて，マタタビ属植物における『一歳性』について生態的特性および遺
伝的多様性の解明を試みた．北日本産および南日本産サルナシ，および北海道産ミヤママ
タタビにおいて，低樹高でも開花する系統が見つかった．さらに低樹高開花性系統を用い
て，種内および種間交配により後代を得ることができた． 
 
研究成果の概要（英文）： 
  Precocious flowering and genetic diversity of Japanese Actinidia were clarified. 
Intra- and interspecific crosses with precocious plants were carried out and progeny 
were obtained.  
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１．研究開始当初の背景 
 木本性作物の育種過程では播種してから
開花結実するまでの期間が短いこと，果実生
産過程では苗木を植えつけてから開花結実
するまでの期間が短いことが非常に重要で
ある．日本で育成された一歳性のサルナシ品
種は，樹高 30 ㎝程度の挿木 1 年生苗でも開
花結実する性質をもっている．育種親あるい
は選抜地などの育成過程は不明であり，一歳
性を示すメカニズムも明らかになっていな

い．また，一歳性はサルナシにのみにみられ
る性質なのか，あるいはマタタビ属植物に広
く存在する性質なのかは明らかになってい
ない． 
 
 
２．研究の目的 
 我が国に自生するマタタビ属植物を用い
て，マタタビ属植物における『一歳性』およ
び遺伝的多様性の解明およびその育種的利
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用を目的とした． 
 
 
３．研究の方法 
 日本に自生するマタタビ属植物を用いて，
以下の３項目について研究を進めた． 
（１） 日本に自生するマタタビ属植物にお

ける一歳性個体の探索と遺伝的多様
性の解明 

（２） 一歳性系統の生態的調査 
（３） 一歳性系統を用いた種内および種間

交配 
 サルナシ（A. arguta）49 系統（青森県産，
秋田県産，山形県産，岩手県産，新潟県産，
福岡県産，宮崎県産および一歳サルナシ品
種），ウラジロマタタビ（A. arguta var. 
hypoleuca）7系統（福岡県産および宮崎県産），
マタタビ（A. polygama）17 系統（山形県産，
福島県産，福岡県産，大分県産および宮崎県
産）およびミヤママタタビ（A. kolomikta）
11 系統（北海道産）の緑枝挿木苗を供試して，
開花までの期間および生長量を調査した．倍
数性はフルーサイトメトリーにより調査し
た．葉緑体 DNA の遺伝子型は rbcL 領域を PCR
により増幅し，増幅産物を生成後，制限酵素
Tru9 Iで切断し，バンドパターンを比較した．  
 
 
４．研究成果 
 サルナシでは宮崎産 1系統，採取地不明の
1 系統および一歳性品種，ミヤママタタビで
は北海道産 3系統が，挿木後 2年以内に樹高
30cm 以下で開花した（第 1図）． 

 
 北陸地方のサルナシは四倍体または六倍
体，九州地方のサルナシは二倍体あるいは四
倍体，ウラジロマタタビはすべて二倍体であ
った．低樹高開花したサルナシ宮崎系統は四
倍体，採取地不明系統は六倍体，一歳性品種
は六倍体または七倍体であった（第 2図）． 
 葉緑体 DNA の遺伝子型は，東北地方（青森
県，秋田県，山形県および岩手県）および北
陸地方（新潟県）のサルナシで検出される遺
伝子型 I型，九州地方（福岡県および宮崎県）
のサルナシおよびウラジロマタタビで検出
される遺伝子型 II 型，およびすべてのマタ
タビで検出される遺伝子型 III に分けられ
（第 3 図），北日本と南日本に自生するサル
ナシ種内で葉緑体 DNAに地理的な変異がある
ことが明らかになった．低樹高開花したサル
ナシ宮崎系統は II 型，採取地不明の系統お
よび一歳性品種は I型を示した（第 2図）． 
 マタタビ種内で葉緑体 DNAおよび倍数性の
変異は検出されなかった（第 2図）． 
 

第 1 図．低樹高で開花したサルナシ（上）およびミヤママタタビ（下） 
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第 3 図．rbcL 領域の増幅産物（a）を制限酵素 Tru9 I で切断して 

        得られたバンドパターン（b） 



 

 

 以上のことから，サルナシだけでなくミヤ
ママタタビにも低樹高開花性系統が含まれ
ていること，日本には低樹高開花性をもつサ
ルナシが北日本と南日本の両方に自生して
いること，一歳性品種は北日本に自生する系
統が育種親になっている可能性が高いこと
が明らかになった．寒冷地に自生するミヤマ
マタタビでは他の種よりも高い割合で低樹
高開花性系統が含まれていたこと，宮崎産の
低樹高開花性系統の自生地は標高 1000 メー
トル付近の山地であることから，低樹高開花
性は寒冷な地域に適応するためにマタタビ
属植物が獲得した形質である可能性が示唆
された． 
 低樹高開花性を示したサルナシおよびミ
ヤママタタビの系統および品種を用いて，種
内および種間交配を行い，後代実生を獲得す
ることができたことから（第 4 図），低樹高
開花性系統および品種を用いた育種が可能
であることが明らかになった． 
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第 4 図．低樹高開花性サルナシ×キウイフルーツの交配で得られた実生 
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